
　

前
回
の
岬
之
町
だ
よ
り
で
ご
紹
介
し
た
と
お

り
、
下
関
は
高
橋
是
清
が
日
銀
支
店
の
初
代
支

店
長
を
務
め
た
街
な
の
だ
が
、
地
元
で
は
そ
の

事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

今
回
は
、
こ
の
下
関
で
日
銀
が
ど
の
よ
う
な
変

遷
を
遂
げ
て
き
た
の
か
を
紹
介
し
た
い
。

　

日
銀
下
関
支
店
は
、
全
国
の
日
銀
支
店
の
中

で
も
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
支
店
で
あ
る
。
ま
ず
、

県
庁
所
在
地
に
日
銀
が
な
く
て
、
そ
れ
以
外
の

街
に
日
銀
が
あ
る
の
は
、
山
口
県
（
下
関
支
店
）

と
長
野
県
（
松
本
支
店
）
だ
け
だ
。
と
は
い
え
、

下
関
市
は
県
内
最
大
人
口
を
誇
る
市
で
あ
り
、

様
々
な
産
業
も
集
積
し
て
い
る
の
で
、
県
庁
所

在
地
の
山
口
市
で
は
な
く
、
下
関
市
に
日
銀
が

置
か
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
さ
ほ
ど
違
和
感

の
あ
る
話
で
は
な
い
。

　

海
峡
を
挟
む
と
は
い
え
、
下
関
市
と
北
九
州

市
と
い
う
隣
接
し
た
二
つ
の
街
の
双
方
に
日
銀

支
店
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
例
も
全
国
で
こ

こ
だ
け
だ
。
日
銀
の
店
舗
は
、
本
店
と
支
店
を

合
わ
せ
て
全
国
に
三
十
三
し
か
な
い
。
日
本
列

島
の
長
さ
を
三
千
キ
ロ
と
す
る
と
、
仮
に
一
直

線
に
均
等
に
並
ん
だ
と
し
て
も
、
店
舗
間
の
平

均
距
離
は
百
キ
ロ
程
度
は
あ
る
こ
と
に
な
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
銀
下
関
支
店
と
北
九
州

支
店
と
の
直
線
距
離
は
僅
か
八
・
九
キ
ロ
し
か
な

い
。
日
銀
の
店
舗
間
の
距
離
が
日
本
で
一
番
近

い
の
は
、
こ
の
二
店
間
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
日
銀
下
関
支
店
の
最
大
の
特
殊
性

は
、
そ
の
歴
史
に
あ
る
。
下
関
は
、
一
八
九
三

年
（
明
治
二
十
六
年
）
に
、
大
阪
に
次
ぐ
二
番

目
の
日
銀
の
支
店
「
西
部
（
さ
い
ぶ
）
支
店
」

が
置
か
れ
た
街
で
あ
る
。
下
関
が
日
本
全
体
で

二
番
目
だ
っ
た
と
い
う
の
も
す
ご
い
し
、
そ
の

初
代
支
店
長
が
高
橋
是
清
だ
っ
た
と
い
う
の
も

誇
ら
し
い
事
実
だ
。
と
こ
ろ
が
、
支
店
設
置
か

ら
五
年
後
、
日
銀
西
部
支
店
は
下
関
を
撤
退
し
、

門
司
に
移
転
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
五
十

年
近
く
経
ち
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）

に
、
日
銀
は
再
び
下
関
に
支
店
を
開
設
し
た
。

全
国
の
日
銀
支
店
の
中
で
、
い
っ
た
ん
撤
退
し

て
し
ま
っ
た
後
で
そ
の
街
に
再
び
出
店
し
た
の

は
、
下
関
支
店
だ
け
で
あ
る
。

　

日
銀
下
関
支
店
が
、
他
の
日
銀
支
店
に
見
ら

れ
な
い
歴
史
的
、
地
理
的
な
特
殊
性
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
関
門
海
峡
を
挟
ん
だ
下
関

と
門
司
、
北
九
州
と
の
特
殊
な
関
係
が
あ
る
。

　

下
関
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
、
対
岸
に

あ
る
門
司
と
一
体
と
な
っ
て
経
済
的
な
発
展
を

遂
げ
て
き
た
。
西
部
支
店
以
降
の
日
銀
の
支
店

は
、「
関
門
地
域
に
お
け
る
日
銀
の
支
店
」
と
い

う
位
置
付
け
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
他
方
、

関
門
地
域
は
、
山
口
県
、
福
岡
県
と
い
う
別
々

の
自
治
体
、
中
国
地
方
、
九
州
地
方
と
い
う
別
々

の
地
方
に
属
す
る
と
い
う
特
殊
な
経
済
圏
で
あ

る
。
現
在
、
下
関
と
北
九
州
（
小
倉
）
と
い
う

極
め
て
近
接
し
た
地
域
に
日
銀
の
支
店
が
置
か

れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
関
門
地
域
の
特
殊

性
を
反
映
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
も
そ
も
、
関
門
地
域
に
日
銀
の
支
店
を
置

く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
時
代
に
、
長
崎

の
貿
易
、
筑
豊
の
石
炭
、
八
幡
の
製
鉄
な
ど
、

九
州
方
面
の
経
済
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
っ
た
。
西
部
支
店
開
設
以
前
に
は
、
日

銀
は
大
阪
に
支
店
を
有
す
る
の
み
で
あ
り
、
九

州
の
銀
行
が
営
業
資
金
を
借
り
入
れ
る
た
め
に

は
、
日
銀
大
阪
支
店
と
の
間
で
現
金
輸
送
を
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
九
州
の
実
業

家
は
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
、
高
い
金
利
を
払

う
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

高
橋
是
清
は
、
日
銀
西
部
支
店
長
に
着
任
す

る
と
た
だ
ち
に
山
陽
と
九
州
の
金
利
を
大
阪
や

東
京
と
同
じ
水
準
ま
で
下
げ
る
よ
う
尽
力
し
た
。

彼
の
自
伝
に
は
、
上
司
で
あ
る
監
督
理
事
と
対

立
し
、
総
裁
の
裁
可
を
仰
い
で
ま
で
も
、
金
利

差
を
縮
小
さ
せ
よ
う
と
し
た
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。

　

最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
日
銀
西
部
支
店
の

開
設
に
よ
り
、
九
州
の
金
利
と
全
国
平
均
と
の

差
が
、
三
・
〇
九
％
か
ら
〇
・
八
五
％
に
ま
で
低

下
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
全
国
一
律

の
金
利
体
系
は
、
統
一
国
家
の
基
本
で
あ
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
幕
末
ま
で
は

各
藩
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
日
本
の
地
方
と
そ
の

経
済
が
、
明
治
期
に
ひ
と
つ
の
国
家
と
し
て
統

合
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
西
部
支
店
は
な
ぜ
、
九
州
で
は

な
く
下
関
に
置
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、

元
々
の
候
補
地
は
門
司
で
あ
っ
た
。
当
時
の
川

田
日
銀
総
裁
が
九
州
地
方
を
視
察
し
、
ま
ず
門

司
に
土
地
を
購
入
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
門
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司
は
、
ま
だ
市
街
が
発
達
し
て
お
ら
ず
、
会
社

と
い
え
ば
九
州
鉄
道
会
社
の
本
社
が
あ
る
程
度

で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
購
入
し
た
門

司
の
土
地
に
建
物
を
建
て
る
の
は
延
期
し
て
、

当
時
よ
り
繁
栄
し
て
い
た
下
関
側
に
支
店
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
銀
は
最
初
か
ら
現
在
の
岬
之
町
に
置
か
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
西
部
支
店
開
設
当
初
、

高
橋
是
清
が
十
四
人
の
職
員
と
と
も
に
支
店
を

開
設
し
た
の
は
、
南
部
町
の
南
西
側
の
一
角
で

あ
っ
た
。
現
在
は
商
店
も
あ
ま
り
な
い
、
静
か

な
通
り
で
あ
る
が
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
・

昭
和
初
期
に
か
け
て
、
こ
の
辺
り
に
は
多
く
の

銀
行
が
軒
を
連
ね
、
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
ら

し
い
。
元
々
、
南
部
町
の
中
通
り
は
山
陽
道
の

一
部
に
あ
た
り
、
江
戸
時
代
の
北
前
船
の
船
着

き
場
近
く
に
廻
船
問
屋
が
並
ぶ
通
り
で
、
現
在

の
国
道
側
は
海
だ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
、
こ

う
し
た
廻
船
問
屋
の
建
物
が
銀
行
に
転
用
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

是
清
ら
が
入
っ
た
の
も
、
元
は
こ
う
し
た
廻

船
問
屋
だ
っ
た
二
階
建
て
の
家
屋
で
、
一
階
に

は
問
屋
の
営
業
場
に
用
い
ら
れ
た
大
広
間
が
、

二
階
に
は
船
頭
が
寝
泊
ま
り
す
る
小
部
屋
が

あ
っ
た
と
い
う
。
是
清
は
、
開
業
一
週
間
前
に

下
関
入
り
し
、
建
物
の
内
部
を
検
分
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
ま
ま
で
は
日
銀
支
店
に
は
適
さ
な
い

構
造
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
昼

夜
を
分
か
た
ぬ
突
貫
工
事
で
一
階
営
業
場
の
仕

切
り
板
を
取
り
外
す
な
ど
の
改
築
を
施
し
、
金

庫
そ
の
他
の
設
備
を
整
備
し
て
、
明
治
二
十
六

年
十
月
一
日
に
開
業
と
な
っ
た
。

　

こ
の
支
店
の
正
式
名
称
は
西
部
支
店
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
所
在
地
は
下
関
で
あ
り
、
当
時
は

赤
間
関
、
あ
る
い
は
馬
関
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
是
清
は
、
そ
の
自
伝
の
中
で
、
自

分
が
「
日
銀
馬
関
支
店
長
に
就
任
」
し
た
と
書

い
て
い
る
。
是
清
は
二
年
弱
で
東
京
に
転
勤
と

な
り
、
二
代
支
店
長
・
浜
田
市
助
、
三
代
目
支

店
長
・
志
立
鉄
次
郎
ま
で
の
三
人
の
日
銀
西
部

支
店
長
が
「
日
銀
馬
関
支
店
長
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
明
治
三
十
一
年
十
月
、
志
立
支
店
長

の
時
代
に
、
日
銀
西
部
支
店
は
門
司
に
新
築
し

た
店
舗
に
移
転
し
、
下
関
を
去
っ
た
。

　

そ
の
後
、
約
五
十
年
間
、
関
門
地
区
の
日
銀

は
門
司
側
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争

の
終
盤
、
米
軍
の
空
襲
に
よ
っ
て
、
関
門
地
域

は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
辰
野
金
吾
設
計

に
よ
る
日
銀
門
司
支
店
（
西
部
支
店
か
ら
改
名
）

も
、
昭
和
二
十
年
六
月
の
空
襲
で
全
焼
し
て
し

ま
っ
た
。
門
司
支
店
の
職
員
は
、
仮
設
店
舗
を

設
け
て
営
業
を
続
け
た
と
い
う
。

　

戦
後
、
経
済
が
復
興
し
て
く
る
と
、
経
済
の

血
液
た
る
金
融
業
も
忙
し
く
な
る
。
こ
こ
で
問

題
と
な
っ
た
の
が
手
形
交
換
で
あ
っ
た
。
今
も

昔
も
、
民
間
金
融
機
関
は
毎
日
、
決
済
期
日
を

迎
え
た
手
形
や
小
切
手
を
持
ち
寄
っ
て
一
堂

に
会
し
、
そ
れ
ら
を
交
換
し
て
資
金
決
済
を
行

う
。
こ
れ
を
「
手
形
交
換
」
と
い
う
。
日
銀
は
、

「
銀
行
の
銀
行
」
と
し
て
、
金
融
機
関
か
ら
の
預

金
を
預
か
っ
て
お
り
、
そ
の
振
替
に
よ
っ
て
こ

の
手
形
交
換
の
資
金
決
済
を
支
え
て
い
る
。
例

え
ば
、
日
銀
下
関
支
店
に
は
、
山
口
県
内
に
本

支
店
を
持
つ
多
く
の
金
融
機
関
が
預
金
口
座
を

持
っ
て
お
り
、
山
口
県
内
で
の
手
形
交
換
の
最

終
決
済
を
、
日
銀
下
関
支
店
の
預
金
口
座
で
実

行
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
年
当
時
、
山
口
県
側

に
は
日
銀
の
支
店
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

山
口
県
内
の
金
融
機
関
は
、
海
峡
を
渡
っ
て
門

司
ま
で
手
形
交
換
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
が
大
変
な
負
担
だ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
下
関
側
に
日
銀

を
開
設
し
て
欲
し
い
と
い
う
話
に
な
り
、
昭
和

二
十
二
年
、
現
在
の
地
に
下
関
支
店
が
再
開
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
岬
之
町
の
日
銀
が
あ

る
場
所
は
、戦
前
は
下
関
税
務
署
の
庁
舎
が
建
っ

て
い
た
。
戦
災
に
遭
っ
た
こ
の
建
物
を
補
修
し
、

岩
瀬
支
店
長
以
下
職
員
総
数
七
十
八
名
が
業
務

を
開
始
し
た
の
が
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
一
日

の
こ
と
で
あ
る
。

　

実
は
、山
口
県
に
は
、下
関
以
外
に
、

山
口
市
に
も
か
つ
て
日
銀
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
に
、
日
銀
広
島
支
店

が
、
日
銀
山
口
事
務
所
を
開
設
し
て

い
る
。
し
か
し
、
当
時
、
山
口
市
に

は
日
銀
が
取
引
す
る
金
融
機
関
が
な

く
、
も
っ
ぱ
ら
戦
後
復
興
関
係
の
事

務
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
事
務
所
の

機
能
も
、
下
関
支
店
が
引
き
継
い
で

い
る
。
な
お
、
昭
和
二
十
三
年
に
は

門
司
支
店
が
門
司
事
務
所
に
組
織
替

え
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
関
門
地
区

の
日
銀
支
店
は
五
十
年
を
経
て
門
司

側
か
ら
下
関
側
に
戻
っ
て
き
た
こ
と

に
な
る
。

　

こ
の
岬
之
町
に
あ
っ
た
古
い
日
銀

の
建
物
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
な
っ

た
た
め
、
昭
和
四
十
八
年
に
取
り
壊

し
て
建
て
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
日
銀
は
、
観
音
崎
町
に
あ

る
旧
山
口
銀
行
本
店
（
現
や
ま
ぎ
ん

資
料
館
）
を
一
時
的
に
間
借
り
し
て

仮
店
舗
と
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

五
十
年
に
、
新
築
さ
れ
た
岬
之
町
の

現
店
舗
に
移
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
西
部
支
店
時
代
か
ら
み
る
と
、
下

関
の
日
銀
支
店
は
、
①
南
部
町
→
（
門
司
）
→

②
岬
之
町
→
③
観
音
崎
町
→
④
岬
之
町
、
と
四

回
、
下
関
市
内
を
転
々
と
し
た
こ
と
に
な
る
。

日
銀
下
関
支
店
は
、
日
銀
の
支
店
と
し
て
は
か

な
り
異
例
な
、
市
内
で
多
く
の
引
越
し
の
経
験

を
持
つ
支
店
な
の
で
あ
る
。

23




